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していたことが批判された。さらに、『教育の適切性（The Relevance of Education）』を
著したブルーナー（Jerome S. Bruner）は、個人的レリバンスと社会的レリバンスの概
念を提起した。  





 第 4 章では、2 つのスタンダードを検討している。1996 年代に開発された「言語科





 第 5 章では、「低年齢児の読むことの困難性の予防に関する委員会（Committee on the 





 第 6章では、スノーらが編集した教材集『ヴォイシズ・リーディング（Voices Reading）』
を分析している。そこでは、読むためのスキルとテキスト内容の理解の指導を両立す
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るための方途が実現されていると評価されている。  
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（続紙  ２）                            
（論文審査の結果の要旨）  
 























 第 2 に、特にキャサリン・スノー（Catherine Snow）の理論に注目することにより、
子どもの言語発達の全体像を捉えながらも、つまずきを生み出させないための方途を
導き出すような「読むこと」の指導のモデルを提起している点である。「どの子も置き
















 第 3 に、具体的な教材の分析によって、理論がどう具現化されるのかを明らかにし
ている点である。たとえば第 6 章では、スノーがロバート・セルマン（Robert Selman）
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